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光
州
（
韓
国
名

：

ク
ァ
ン
ジ
ュ
）
広
域
市
（
注
１
）

は
朝
鮮
半
島
南
西
地
域
に
位
置
す
る
地
方
都
市
で
、

ソ
ウ
ル
か
ら
時
速
三
〇
〇
km
を
超
え
る
韓
国
高
速

鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｘ
）
で
三
時
間
弱
か
か
り
ま
す
。
も
っ

と
も
、
現
在
こ
の
区
間
は
高
速
線
化
さ
れ
て
い
な

い
箇
所
が
多
い
た
め
、
二
〇
一
五
年
（
予
定
）
に
全

線
完
成
す
れ
ば
、
大
幅
に
時
間
短
縮
さ
れ
る
予
定

で
す
。

人
口
は
一
四
〇
万
人
で
、
ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
仁
川
、

大
邱
、
大
田
に
次
ぐ
韓
国
六
番
目
の
規
模
を
誇
り
、

南
西
地
域
で
は
最
大
の
都
市
で
す
。
面
積
は
五
〇

一
h
、
五
つ
の
自
治
区
（
注
２
）
と
九
一
洞
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
の
北
部
に
は
光
州
市
民
の
心
の
ふ
る
さ
と「
無

等
山
」（
一
一
八
七
ｍ
）
の
岩
峰
が
そ
び
え
、
こ
の
一

帯
は
緑
豊
か
な
道
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

光
州
地
域
は
黄
海
海
流
の
影
響
を
受
け
る
た
め
比

較
的
温
暖
で
、
年
間
平
均
気
温
は
一
三
・
六
度
、

年
間
降
水
量
は
一
二
八
九
mm
で
す
。

か
つ
て
文
禄
・
慶
長
の
役
の
際
に
は
、
こ
こ
光

州
に
て
日
本
軍
の
攻
撃
を
最
後
ま
で
防
い
だ
と
い

う
勇
気
あ
る
愛
国
精
神
が
受
け
継
が
れ
、
近
年
で

は
一
九
八
〇
年
、
韓
国
の
民
主
化
を
求
め
活
動
家

や
市
民
が
軍
事
独
裁
政
権
に
抵
抗
し
た
「
光
州
民

主
化
運
動
」
の
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

政
府
が
進
め
る
国
家
均
衡
発
展
政
策
で
は
、
光

州
四
大
戦
略
産
業
と
し
て
、
光
産
業
、
デ
ジ
タ
ル

情
報
家
電
産
業
、
自
動
車
・
先
端
産
業
、
デ
ザ
イ

ソウル

光州広域市
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　正義感が強く義理固い市民気質から、1980年代には軍事独裁政権
に断固として立ち向かった民主化運動の地として知られる光州。一方、
数多くの学者、文人、芸術家を輩出した学問と芸術のまちでもあるほ
か、近年は先端産業の中枢都市として目覚ましい発展を遂げています。
民主化運動から20余年を経た今、市民の情熱は地域づくりに向けら
れており、光州は韓国で最も住みやすい都市と言われています。

ン
・
文
化
産

業
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
特

に
光
産
業
は

「
二
〇
一
〇
年

に
世
界
五
大

光
産
業
へ
躍

進
」
を
目
標

に
、
国
が
力

を
入
れ
て
い

る
分
野
の
一
つ
で
、
韓
国
光
技
術
院
を
は
じ
め
多

く
の
研
究
機
関
が
市
外
団
地
に
集
積
さ
れ
て
い
ま

す
。海

外
地
方
自
治
体
と
の
交
流
で
は
、
仙
台
市
、

台
南
市
（
台
湾
）、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
市
（
ア
メ
リ

カ
）、
広
州
市
（
中
国
）、
メ
タ
ン
市
（
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
）
の
五
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
ま
す
。

現
在
韓
国
で
は
、
政
府
を
挙
げ
て
「
住
み
や
す

い
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
光
州

広
域
市
北
区
は
韓
国
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
の
先

進
地
と
し
て
、
自
治
行
政
革
新
全
国
大
会
最
優
秀

賞
を
は
じ
め
数
々
の
表
彰
を
受
け
て
お
り
、
全
国

を
代
表
す
る
視
察
候
補
地
で
も
あ
り
ま
す
。
全
国

で
最
も
住
み
や
す
い
地
域
と
言
わ
れ
る
光
州
広
域

市
北
区
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

光
州
広
域
市
の
概
要

韓国

（
注
１
）
広
域
市

：

日
本
の
都
道
府
県
に
相
当
す
る
権
限
を
持
つ
広
域
自

治
団
体
。

（
注
２
）
自
治
区

：

日
本
の
市
町
村
に
相
当
す
る
基
礎
自
治
団
体
。

地
域
づ
く
り

c光州民主化運動（1980年）記念広場
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２ 

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成

北
区
で
は
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
人
づ
く
り
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り

で
重
要
な
の
は
箱
物
を
作
る
こ
と
で
は
な
く
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の
積
極
的
な
参
加
で
す
。
住
民
に

意
欲
が
な
け
れ
ば
何
事
も
前
に
進
ま
な
い
か
ら
で

す
。
住
民
の
参
加
が
始
ま
っ
た
後
に
は
、
住
民
間

の
関
係
や
対
話
の
持
続
性
、
住
民
の
牽
引
な
ど
を

行
う
上
で
、
優
秀
な
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
浮
上
し
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
北
区
は
、
八
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
や
大
学
等
と
連
携
し
、

講
師
が
住
民
の
も
と
へ
直
接
出
向
く
訪
問
式
自
治

講
座
を
実
践
し
な
が
ら
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

の
た
め
行
財
政
面
で
の
根
拠
を
明
示
し
た
ほ
か
、

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
地
域
づ
く
り
委
員

会
の
構
成
な
ど
支
援
体
系
を
整
備
し
て
い
き
ま
し

た
。村

づ
く
り
条
例
で
は
、
地
域
づ
く
り
を
「
住
民

自
ら
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
、
住
民
間
で
心
と

心
を
つ
な
ぎ
、
共
に
暮
ら
し
て
い
く
地
域
共
同
体

を
創
造
す
る
た
め
の
活
動
」
と
定
義
し
て
い
る
と

お
り
、
北
区
の
特
徴
は
、
住
民
が
地
域
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
る
点
で
す
。

行
政
・
住
民
・
市
民
団
体
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
結
び
、
行
政
は
あ
く
ま
で
も
財
政
面
等
の
サ

ポ
ー
ト
役
に
徹
し
な
が
ら
、
次
に
紹
介
す
る
三
つ

の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

１ 

美
し
い
地
域
づ
く
り

北
区
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
、
住
民
が
日
常

生
活
で
不
便
や
苦
痛
を
感
じ
る
問
題
を
一
つ
一
つ
改

善
し
て
い
く
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
毎
年
区
が
支

援
計
画
を
作
り
、
区
内
二
六
洞
の
住
民
自
治
委
員

会
へ
公
募
を
か
け
ま
す
。
提
出
の
あ
っ
た
計
画
案

を
地
域
づ
く
り
委
員
会
が
審
査
・
決
定
し
、
区
が

補
助
金
交
付
を
行
う
も
の
で
す
。

住
民
参
加
の
機
会
を
提
供
で
き
る
た
め
毎
年
数

多
く
の
申
請
が
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
ま
で
に
地
域

育
成
、
文
化
芸
術
、
住
民
便
宜
等
の
分
野
に
お
い

て
一
六
〇
以
上
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
地
道
な
区
の
取
組
み
が
認
め
ら
れ
、
全
国
自
治

行
政
革
新
全
国
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
ほ

か
、
地
域
づ
く
り
の
模
範
事
例
と
し
て
各
種
マ
ス

コ
ミ
等
で
紹
介
さ
れ
、
北
区
の
評
価
が
確
立
さ
れ

ま
し
た
。

cギャラリーや骨董品店が立ち並ぶ「芸術通り」。美しいまちづくりが
進められている

○
推
進
背
景
お
よ
び
概
要

韓
国
で
は
九
〇
年
代
ま
で
政
府
主
導
に
よ
る
画

一
的
、
開
発
方
式
の
地
域
づ
く
り
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
住
民
に
よ
る
地
方
自
治
団
体
長
選
挙
が
始

ま
っ
た
九
〇
年
代
後
半
か
ら
住
民
参
加
の
機
運
が

高
ま
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

北
区
で
は
民
選
で
当
選
し
た
前
区
長
が
「
住
民

自
治
住
み
や
す
い
北
区
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

全
国
に
先
駆
け
て
地
域
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

一
九
九
九
年
に
は
全
国
初
の
地
域
づ
く
り
推
進
部

署
と
し
て
総
務
課
内
に
住
民
自
治
チ
ー
ム
を
設
置
、

翌
年
に
は
住
民
自
治
課
（
現

：

自
治
政
策
課
）
を

新
設
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
二
年
に
は
住
民
や
学
者
、
市
民
団
体
と

の
議
論
を
経
て
「
光
州
広
域
市
北
区
美
し
い
村
づ

く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
地
域
づ
く
り
事
業
支
援c新しく新築された市庁舎。中心部から地下鉄で結ばれている
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講
座
で
は
理
論
を
詰
め
込
む
も
の
で
は
な
く
、

遊
び
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し
て
い
く
も
の
と
し

て
、
日
常
生
活
で
の
課
題
な
ど
に
関
し
て
意
見
交

換
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
を
歩
い
て
見
て
回
り
、
よ
か
っ

た
点
や
改
善
す
べ
き
点
を
地
図
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

く
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
作
業
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
通
じ
て
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
か
ら

自
分
た
ち
の
理
想
と
す
る
地
域
像
を
描
き
、
企
画
・

実
践
し
て
い
く
の
は
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
で
す
。

こ
れ
ま
で
数
千
人
に
及
ぶ
住
民
が
こ
の
講
座
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

３ 

地
域
共
同
体
形
成

韓
国
で
は
住
居
環
境
の
変
化
も
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
等
共
同
住
宅
の
急

増
は
地
方
都
市
で
あ
る
光
州
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

共
同
住
宅
で
の
生
活
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
守
ら

れ
、
多
様
な
施
設
が
集
ま
る
た
め
、
利
便
性
は
向

上
す
る
反
面
、
隣
人
と
の
関
係
は
希
薄
に
な
る
た

め
摩
擦
も
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
居
住
期
間
が
短
い

場
合
も
あ
り
、
住
ん
で
い
る
地
域
へ
の
愛
着
心
は

不
足
し
が
ち
で
す
。

そ
の
た
め
、
区
で
は
、
ア
パ
ー
ト
共
同
体
等
の

住
民
組
織
が
実
施
す
る
住
民
祭
り
や
主
婦
向
け
講

座
等
連
携
事
業
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
希
薄
だ
っ
た
住
民
間
の
つ
な
が
り
を
密
に
し
、

地
域
へ
の
帰
属
性
を
強
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ひ
い

て
は
地
域
の
価
値
を
高
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
支
援
事
業
の
優
秀
事
例
を
冊
子

で
紹
介
す
る
ほ
か
、
ア
パ
ー
ト
住
民
共
同
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
な
ど
、
地
域
共
同
体
を
形
成
す

る
と
と
も
に
他
地
域
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
図
っ
て
い
ま
す
。

「
光
州
は
と
て
も
住
み
や
す
い
ま
ち
で
す
。
人
口

が
一
四
〇
万
人
を
超
え
る
大
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、

家
か
ら
繁
華
街
や
駅
、
空
港
な
ど
生
活
に
必
要
な

所
へ
す
ぐ
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、
光
州

の
方
が
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
光
州
で
地
域
づ
く
り
が
成
功
し
て
い
る
の
は

「
か
つ
て
民
主
化
運
動
で
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
、
市

民
の
地
域
に
対
す
る
愛
着
心
の
強
さ
が
多
分
に
影

響
し
て
い
る
か
ら
」
だ
と
も
。

韓
国
で
は
本
格
的
な
地
方
自
治
が
始
ま
っ
て
か

ら
ま
だ
十
数
年
に
過
ぎ
ず
、
依
然
と
し
て
国
家
の

影
響
力
が
強
い
の
が
現
状
で
す
。
ど
の
地
方
都
市

に
行
っ
て
も
駅
前
地
域
や
駅
舎
が
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
性
の
な
い
画
一
的
な
ま
ち
が

量
産
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

国
家
均
衡
発
展
と
地
域
づ
く
り

－

矛
盾
し
て
い

る
施
策
の
よ
う
で
す
が
、
光
州
市
の
取
組
み
を
見

て
い
る
と
、
こ
れ
か
ら
韓
国
地
方
自
治
体
の
進
む

べ
き
道
が
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

c美味でボリューム満点の料理は光州の魅力の一つ

お
わ
り
に

c新開発地域として整備が進められる市庁舎前広場


